今月の 感想 

—— 文芸 時評 



1 干 田國士 



雑誌 を 一 度に 隅から隅まで 読む の は 辛い から、 私 は、 

さう い ふ 義務 を 負 はな い 約束で、 ， J の 文章 を 書く Y J と 

にした。 

私が 今、 拾 ひ あげたい 問題と いふの は、 当節 やはり 

一番 人々 の 注意 を 集めて ゐる 日本 対 世界、 民族 対人 類 

の 問題で あらう。 これ は 私自身に ついていへば、 もう 

解決ず みなので あるが、 理窟 を こねれば こねられない 

こと もない。 たゾ、 多くの 人の 議論 を 読んで みると、 

たいて いは 自分の 立場 を は つきり させる ことに 汲々 と 



して ゐる だけで、 それによ つて 新しい 眼界が 開ける や 

うな もの は 先づ少 いといつ てい、。 

つまり、 さう いふ 立場から はさう いふより 仕方が あ 

るまい と 思 はれる やうな ものば かりで ある。 が、 それ 

も 個人の 仕事の 順序と して はやらなければ ならない こ 

とで あらう。 た >、 何時 果っ べしと も 思 はれない のが 

少々 焦れったい。 

私の 観る ところ、 文学者と して さう いふ 意見 を 発表 

して ゐる 人々 は、 何れも 立派な 心掛け を もって ゐる 

人々 で、 いは ゾ、 日本人と しても、 世界人と しても 精 

神 的 貴族の 部類に はいる 人々 なので ある。 ほかにい ふ 



いのであって、 作品の 真実が、 なほ かつ、 われ/ \ の 

胸に ふれる 所以 は、 実に、 作者が 所謂 「欧羅巴の 知性」 

に 眼を据 ゑて ゐる ところに あるので ある。 

二 

林 房 雄 氏の 説に よると、 近頃、 文壇の 一 角に 「新 日 

本 主義」 ともい ふべき ものが 擡頭し つ、 あるとの こと 

である。 ロマンチシスト 林 氏の 命名で あるから、 この 

名前 は、 勿論、 ロマンチックに 解すべき であるが、 そ 

れ にしても、 これ は、 「新世界 主義」 とい ふ 別名 を 与へ 



のい ひ 分で あると 断 じなければ 気がすまぬ ひと つ の 立 

場 を、 私 は 幾分 承認で きる つもりで ある。 た >、 双方 

で、 さう いふ 対立す る 部分的 観念 (ある 時代に はこれ 

が 部分的ではなくなる かも 知れぬ が) に 拘泥して、 自 

分た ちが、 「ある 処ま では」 手 をつな いで 共同の 敵と戦 

ふ 役割 を果 さねば ならぬ —— また、 それが 可能で ある、 

とい ふ 事実 を 忘れて ゐて はならぬ と 思 ふので ある。 

そのために は、 どうしても、 まづ この種の 問題に 関 

心 を もつ 文学者 は、 思想家 である 以上に 政治家 でな け 

れ ばなら ず、 革命家で ある 前に、 啓蒙 家 (？) である 

必要が あり はせ ぬか？ 非合法の 手段 を懼れ ぬと いふ 



ならこれ はまた 別で ある。 活字と して 発表で きぬ 事柄 

を、 無理に 活字に しょうと する 苦心 焦慮が、 たま/ \、 

今日、 味方の 揚足を 取り、 その 言葉尻 を 押へ て、 間接 

の 鬱積 を 晴らす とい ふこと になって は 困る と 思 ふ。 誰 

がそん な こと をした と 開き直られ 、ば、 私 は 軍部 大臣 

の やうに 言葉 を 濁す かも 知れぬ が、 なんとなく、 そん 

な 気がする ことがある。 

「寛容と いふ 陰険な 近代 病」 もない こと はない から、 

自ら 自分の 心に 問うて やましく さへ なければ、 「文学」 

とい ふ 仕事の 名に おいて、 その 人 を 信じ、 当面の 戦線 

を 分担し っゝ、 共同の 活動に 入るべき 時期で はなから 



うかと、 私 は ひそかに 考 へて ゐる。 

その 意味で、 私 は、 文化的に 「日本」 だけが 解決 を 

急ぐ 特殊な 問題が 沢山 あると 思 ふ。 しかも、 そのな か 

に は、 文学者の 手に よって 解決の 方向 を 与 へらるべき 

もの も少 くないの である。 さう いふ 問題 を 放棄して、 

如何に 「人類 文化の ため」 に 戦っても、 それ は 片手 落 

でなければ、 机上の空論 である。 

「文化 は あと、 思想が 先」 とい ふ 説 も あるが、 それ は 

どっちで もい い。 理想 をい へば、 文学者 は 思想 的な 立 

場 を 異にする ものが、 なほ かつ 文化的に は 相互の 立場 

を 保護し 合 ふ やう にで きて ゐる とさへ 私 は 思 つて ゐる _ 
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